
法
然
の
選
択
本
願
念
仏
説
と
そ
の
影
響

清
　
水
　
邦

彦

　
法
然
に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
と
の
関
係
は
多
様
で
あ
り
、
先
行
研
究
に

お
い
て
、
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
原
因
は
、
法
然
の
自
筆
文
書

が
少
な
い
こ
と
や
、
法
然
の
思
想
に
お
い
て
年
々
変
化
し
て
い
る
一
面
が

あ
る
こ
と
等
に
求
め
ら
れ
る
。

　
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
（
以
下
『
選
択
集
』
と
略
一
第
三
章
に
お
け
る
、

選
択
本
願
の
念
仏
の
位
置
付
け
も
同
様
に
先
行
研
究
の
論
議
の
対
象
と

な
っ
て
き
た
。
阿
弥
陀
仏
が
な
ぜ
念
仏
一
行
を
選
択
し
た
の
か
、
と
い
う

問
題
提
起
に
対
し
て
、
法
然
は
「
聖
意
測
り
難
し
」
と
し
な
が
ら
も
、
念

仏
勝
行
説
一
勝
劣
義
）
と
念
仏
易
行
説
（
難
易
義
）
を
用
い
て
答
え
て
い

る
。　

　
何
が
故
ぞ
、
第
十
八
の
願
に
、
一
切
の
諸
行
を
選
捨
し
て
、
た
だ
偏

　
　
に
念
仏
一
行
を
選
取
し
て
、
往
生
の
本
願
と
す
る
や
。
答
へ
て
日
く
、

　
　
聖
意
測
り
難
し
、
た
や
す
く
解
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
し
か
り
と
い

　
　
へ
ど
も
、
今
試
み
に
二
の
義
を
も
つ
て
こ
れ
を
解
せ
ば
、
一
は
勝
劣

　
　
の
義
、
二
は
難
易
の
義
な
り
。
一
思
想
大
系
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
）

つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
が
念
仏
一
行
を
選
択
し
た
理
由
は
、
①
念
仏
が
他
の
全

て
の
行
よ
り
優
れ
て
い
る
と
す
る
勝
劣
義
一
念
仏
勝
行
説
）
、
②
念
仏
は

他
の
全
て
の
行
よ
り
も
易
行
で
あ
る
と
す
る
難
易
義
（
念
仏
易
行
説
一
の

二
つ
で
は
な
い
か
、
と
法
然
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
念
仏
易
行
説
こ
そ
、
法
然
の
民
衆
的
性
格
を
示
す
も
の
と
さ
れ

て
き
た
。
（
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
第
三
章
第
三
節

山
川
出
版
社
　
昭
和
五
〇
年
・
田
村
圓
澄
「
法
然
の
改
革
性
」
『
日
本
宗

教
史
講
座
』
第
二
巻
　
昭
和
三
四
年
　
三
一
書
房
一

　
こ
れ
に
対
し
、
奈
良
博
順
氏
は
『
選
択
集
』
全
体
の
分
析
か
ら
、
選
択

本
願
を
説
明
す
る
に
は
念
仏
勝
行
説
が
適
当
で
は
な
い
か
と
し
、
さ
ら
に

『
選
択
集
』
成
立
以
後
、
法
然
の
思
想
が
念
仏
勝
行
説
の
徹
底
に
進
ん
だ

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
法
然
の
専
修
念
仏
が
多
く
の
人
々
に
普
及
し
た
の
は
、
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念
仏
勝
行
説
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
（
「
法
然
の
思
想
的

形
成
」
『
倫
理
学
研
究
』
第
九
号
　
昭
和
三
六
年
）
こ
の
奈
良
博
順
氏
の

見
解
は
日
本
思
想
大
系
の
解
説
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
（
『
法
然
・
一
遍
』

執
筆
大
橋
俊
雄
氏
一

　
奈
良
氏
の
念
仏
勝
行
説
解
釈
に
対
し
て
、
法
然
の
真
意
は
、
念
仏
易
行

説
に
あ
っ
た
と
す
る
見
解
を
打
ち
出
し
た
の
が
、
平
雅
行
氏
で
あ
る
。
一
「
法

然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
」
初
出
『
日
本
史
研
究
』
一
九
八
号

昭
和
五
四
年
・
平
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
塙
書
房
　
平
成
四
年
に

再
録
・
清
水
は
再
録
さ
れ
た
も
の
を
使
用
）

　
法
然
は
念
仏
勝
行
説
、
念
仏
易
行
説
の
ど
ち
ら
に
主
眼
を
置
い
て
阿
弥

陀
仏
が
念
仏
を
選
択
し
た
理
由
を
解
釈
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、

法
然
の
思
想
が
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
は
、
念
仏
勝
行
説
、

念
仏
易
行
説
の
ど
ち
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
は
、
奈

良
氏
・
平
氏
の
論
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
に
お
け
る
選

択
本
願
の
念
仏
の
位
置
付
け
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

、
奈
良
氏
の
所
論

　
そ
こ
で
、
奈
良
博
順
氏
の
前
掲
論
文
を
、
選
択
本
願
念
仏
説
を
中
心
に

ま
と
め
て
み
た
い
。

　
ま
ず
奈
良
氏
は
法
然
の
初
期
の
著
作
で
あ
る
、
『
往
生
要
集
』
に
対
す

る
一
連
の
註
釈
及
び
『
三
部
経
大
意
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
念
仏
を

易
行
と
す
る
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
（
一
八
一
頁
）
。

留
意
す
べ
き
点
は
、
『
三
部
経
大
意
』
に
阿
弥
陀
仏
の
選
択
の
理
由
付
け

と
し
て
、
念
仏
易
行
説
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
奈
良
氏
が
指
摘
し
て

い
る
点
で
あ
る
（
一
八
四
頁
）
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
奈
良
氏
の
論
述
は
『
選
択
集
』
の
、
選

択
本
願
念
仏
説
に
移
る
。
ま
ず
奈
良
氏
は
、
「
選
択
」
の
語
を
、
『
選
択
集
』

を
引
用
し
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
選
択
と
は
、
即
ち
取
捨
の
義
な
り
。
謂
は
く
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の

　
　
浄
土
の
中
に
お
い
て
、
人
天
の
悪
を
捨
て
人
天
の
善
を
取
り
、
国
土

　
　
の
醜
を
捨
て
国
土
の
好
を
取
る
な
り
。
大
阿
弥
陀
経
の
選
択
の
義
か

　
　
く
の
如
し
。
双
巻
経
の
意
、
ま
た
選
択
の
義
に
あ
り
。
謂
は
く
、
二

　
　
百
一
十
億
の
諸
仏
の
妙
土
の
清
浄
の
行
を
摂
取
す
と
云
ふ
こ
れ
な

　
　
り
。
選
択
と
摂
取
と
、
そ
の
言
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
意
こ
れ

　
　
同
じ
。
し
か
れ
ば
不
清
浄
の
行
を
捨
て
、
清
浄
の
行
を
取
る
な
り
。

　
　
上
の
人
天
の
善
悪
、
国
土
の
麓
妙
、
そ
の
義
ま
た
然
な
り
。
こ
れ
に

　
　
准
じ
て
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
一
思
想
大
系
一
〇
三
頁
）

　
　
法
然
に
よ
れ
ば
、
「
選
択
」
と
は
「
取
捨
」
・
「
摂
取
」
で
あ
り
、

　
　
具
体
的
に
は
善
・
好
・
清
浄
な
る
も
の
を
取
り
、
悪
・
醜
・
不
清
浄

　
　
な
る
も
の
を
捨
て
る
こ
と
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
も
こ
の
選

　
　
択
・
取
捨
・
摂
取
の
義
に
立
っ
て
発
せ
ら
れ
、
浄
土
が
建
立
さ
れ
た

　
　
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
一
八
七
頁
）

奈
良
氏
は
称
名
念
仏
の
選
択
に
つ
い
て
も
阿
弥
陀
仏
が
浄
土
の
場
合
と
同

様
に
清
浄
の
行
と
し
て
選
択
し
た
も
の
と
、
解
釈
し
て
い
る
d
一
一
八
七
頁
一

　
そ
し
て
、
称
名
念
仏
の
選
択
の
理
由
に
つ
い
て
法
然
が
加
え
た
説
明
（
勝

劣
・
難
易
義
）
に
つ
い
て
、
問
題
提
起
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
両
者
一
清
水
補
－
勝
劣
・
難
易
義
一
を
さ
き
の
選
択
の
義
に
あ
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て
て
み
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
唯
一
善
妙
な
行
・
清
浄
な

　
　
行
と
し
て
選
択
さ
れ
た
称
名
念
仏
な
る
が
故
に
、
他
の
一
切
の
行
法

　
　
よ
り
勝
れ
た
行
法
た
り
う
る
の
で
あ
っ
て
、
勝
の
義
こ
そ
四
十
八
願

　
　
選
択
の
意
図
と
一
致
し
て
お
り
、
逆
に
易
の
義
は
選
択
の
義
と
矛
眉

　
　
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
一
八
八
頁
）

つ
ま
り
、
称
名
念
仏
の
選
択
が
他
の
行
よ
り
善
で
あ
り
、
清
浄
で
あ
る
故

な
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
称
名
念
仏
は
他
の
行
よ
り
優
れ
て
い
る
故
、
阿

弥
陀
仏
が
選
択
し
た
と
す
る
勝
劣
義
一
念
仏
勝
行
説
）
こ
そ
選
択
の
説
明

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
奈
良
氏
は
難
易
義
一
念
仏
易
行
説
）
が
第
三
章
以
外
で
は
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
第
十
二
章
の
以
下
の
記
述
を
引

用
し
て
い
る
。

　
　
観
無
量
寿
経
に
云
く
、
「
仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
汝
よ
く
こ

　
　
の
語
を
持
て
。
こ
の
語
を
持
て
と
は
、
即
ち
こ
れ
無
量
寿
仏
の
名
を

　
　
持
て
と
な
り
」
と
。
同
経
の
疏
に
云
く
、
「
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語

　
　
と
い
ふ
よ
り
以
下
は
、
正
し
く
弥
陀
の
名
号
を
付
属
し
て
、
退
代
に

　
　
流
通
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
上
よ
り
来
、
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と

　
　
い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
れ
ば
、
意
衆
生
を
し
て
一
向
に
專
ら

　
　
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
」
と
。
一
略
）
ま
さ
に
知
る
べ
し
。

　
　
随
他
の
前
に
は
、
暫
く
定
散
の
門
を
開
く
と
い
へ
ど
も
、
随
自
の
後

　
　
に
は
、
還
つ
て
定
散
の
門
を
閉
づ
。
一
た
び
開
い
て
以
後
、
永
く
閉

　
　
ぢ
ざ
る
は
、
た
だ
こ
れ
念
仏
の
一
門
な
り
。
弥
陀
の
本
願
、
釈
尊
の

　
　
付
属
、
意
こ
こ
に
あ
り
、
行
者
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
（
思
想
大
系
一

　
　
四
二
～
一
五
〇
頁
）

　
こ
こ
で
法
然
は
、
念
仏
の
み
が
随
白
の
教
え
（
真
実
の
教
え
）
で
あ
り
、

他
の
教
え
は
衆
生
の
機
根
に
相
応
し
て
説
か
れ
た
随
他
の
教
え
一
方
便
説
一

に
す
ぎ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
と
奈
良
氏
は
解
釈
し
て
い
る
。
一
一
八
九
頁
）

と
す
れ
ば
、
随
他
の
立
場
に
立
っ
て
念
仏
を
易
行
と
説
く
こ
と
は
方
便
と

し
て
は
許
さ
れ
る
が
、
随
自
の
立
場
の
念
仏
勝
行
説
と
は
、
レ
ベ
ル
を
異

に
す
る
。
従
っ
て
、
勝
劣
義
一
勝
行
説
一
と
難
易
義
（
易
行
説
）
と
は
、

並
列
さ
れ
る
べ
き
．
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
（
一
九
〇
頁
一

　
そ
し
て
、
奈
良
氏
は
念
仏
を
随
自
の
教
説
と
す
る
史
料
と
し
て
、
法
然

の
歴
史
観
が
表
さ
れ
て
い
る
『
選
択
集
』
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　
念
仏
往
生
の
道
は
、
正
・
像
・
末
の
三
時
、
お
よ
び
法
滅
百
歳
の
時

　
　
に
通
ず
。
（
思
想
大
系
一
五
〇
頁
一

こ
の
よ
う
な
念
仏
を
随
自
の
教
え
と
す
る
記
述
か
ら
も
、
念
仏
易
行
説
は

『
選
択
集
』
の
な
か
で
、
矛
盾
し
た
存
在
で
あ
る
と
奈
良
氏
は
位
置
付
け

て
い
る
。
法
然
の
初
期
の
思
想
で
は
、
念
仏
易
行
説
が
説
か
れ
て
い
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
奈
良
氏
は
「
選
択
集
選
述
当
時
の
法
然
は
、
依
然
と
し

て
初
期
の
思
想
か
ら
も
完
全
に
訣
別
し
て
い
る
の
で
は
な
い
」
（
一
九
〇

頁
）
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
奈
良
氏
の
論
述
は
法
然
晩
年
の
『
一
枚
起
請
文
』
の
分
析
に
移

る
。　

　
た
・
往
生
極
楽
の
た
め
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
、
う
た
か

　
　
ひ
な
く
、
往
生
す
る
そ
と
お
も
ひ
と
り
て
、
申
す
ほ
か
に
は
別
の
子

　
　
細
侯
は
す
。
（
略
）
念
仏
を
信
せ
ん
人
は
、
た
と
ひ
一
代
の
御
の
り

　
　
を
よ
く
よ
く
学
す
と
も
、
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
、
尼
入

　
　
道
の
無
智
の
と
も
か
ら
に
お
な
し
く
し
て
、
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
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す
し
て
、
た
・
一
向
に
念
仏
す
へ
し
。
一
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集

　
　
四
一
六
頁
・
以
下
、
新
法
全
と
略
）

こ
の
記
述
か
ら
奈
良
氏
は
「
選
択
集
以
後
の
法
然
が
念
仏
勝
行
説
の
徹
底

に
進
ん
だ
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
一
九
〇
～

一
九
一
頁
）

　
奈
良
氏
の
見
解
に
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
『
一
枚
起
請
文
』
と
い
う
簡
潔

な
法
語
か
ら
念
仏
勝
行
説
を
読
み
取
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ

る
。
が
、
確
か
に
『
選
択
集
』
以
後
の
著
作
に
は
念
仏
勝
行
説
が
述
べ
ら

　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

れ
て
い
る
。
例
え
は
、
『
禅
勝
房
伝
説
の
詞
』
に
は
、
念
仏
は
そ
れ
自
体

完
全
な
も
の
で
あ
り
、
何
か
に
よ
っ
て
補
足
・
補
助
さ
れ
る
必
要
は
な
い
、

と
す
る
考
え
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
本
願
の
念
仏
に
は
、
ひ
と
り
だ
ち
を
せ
さ
せ
て
助
を
さ
・
ぬ
也
。
一
新

　
　
法
全
四
六
二
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
一

さ
ら
に
『
浄
土
宗
略
抄
』
に
は
衆
生
が
念
仏
以
外
の
行
を
積
極
的
に
念
仏

に
付
加
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
念
仏
が
完
全
な
行
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
で
あ

り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
憂
。

　
　
つ
み
つ
く
り
た
る
人
た
に
も
往
生
す
れ
は
、
ま
し
て
功
徳
な
れ
は
法

　
　
華
経
な
ん
と
よ
ま
ん
は
、
な
に
か
く
る
し
か
る
へ
き
な
ん
と
申
す
人

　
　
も
あ
り
。
そ
れ
ら
は
む
け
に
き
た
な
き
事
也
。
往
生
を
た
す
け
は
こ

　
　
そ
い
み
し
か
ら
め
、
さ
ま
た
け
に
な
ら
ぬ
は
か
り
を
、
い
み
し
き
事

　
　
と
て
く
は
へ
お
こ
な
は
ん
事
は
、
な
に
か
は
詮
あ
る
へ
き
。
、
一
新
法

　
　
全
六
〇
二
～
六
〇
三
頁
）

と
す
れ
ば
、
法
然
は
晩
年
に
お
い
て
念
仏
勝
行
説
の
徹
底
に
進
ん
だ
と
す

る
奈
良
氏
の
見
解
は
肯
定
さ
れ
る
。

　
以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
た
上
で
、
奈
良
氏
の
論
述
は
法
然
の
専
修
念
仏

が
広
範
に
流
布
し
た
原
因
の
探
求
に
移
る
。

　
奈
良
氏
は
念
仏
易
行
説
が
法
然
の
民
衆
性
を
示
す
と
す
る
従
来
の
解
釈

に
対
し
、
以
下
の
二
点
か
ら
、
専
修
念
仏
の
流
布
に
は
念
仏
勝
行
説
が
大

き
く
関
与
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

　
ま
ず
奈
良
氏
は
そ
の
論
拠
と
し
て
、
貞
慶
『
興
福
寺
奏
状
』
や
高
弁
『
擢

邪
輸
』
が
批
判
し
て
い
る
の
は
念
仏
勝
行
説
で
あ
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
口
に
名
号
を
唱
ふ
る
は
、
観
に
あ
ら
ず
、
定
に
あ
ら
ず
、
是
れ
念
仏

　
　
の
中
の
麓
な
り
浅
な
り
。
一
略
）
観
経
付
属
の
文
、
善
導
一
期
の
行
、

　
　
た
だ
仏
名
に
在
ら
ば
、
下
機
を
誘
ふ
る
の
方
便
な
り
。
か
の
師
の
解

　
　
釈
の
詞
に
表
裏
あ
り
、
慈
悲
智
恵
、
善
巧
一
に
あ
ら
ず
、
一
略
一
た

　
　
だ
余
行
を
捨
つ
る
を
以
て
専
と
し
、
口
手
を
動
か
す
を
以
て
修
と
す
。

　
　
謂
ひ
つ
べ
し
、
「
不
専
の
専
な
り
、
非
修
の
修
な
り
」
と
。
虚
仮
雑

　
　
毒
の
行
を
愚
み
、
決
定
往
生
の
思
ひ
を
作
さ
ば
、
寧
ぞ
善
導
の
宗
、

　
　
弥
陀
の
正
機
な
ら
ん
や
。
一
『
興
福
寺
奏
状
』
思
想
大
系
三
八
～
三
九

　
　
頁
一

　
　
何
ぞ
名
号
を
以
て
殊
勝
と
為
し
、
余
徳
を
以
て
劣
と
為
さ
ん
や
。
近

　
　
代
専
修
の
男
子
女
人
等
、
盛
ん
に
此
の
義
を
述
ぶ
。
今
思
ふ
に
こ
の

　
　
集
文
を
以
て
本
説
と
為
す
。
説
く
べ
か
ら
ず
説
く
べ
か
ら
ず
。
一
『
擢

　
　
邪
輸
』
思
想
大
系
三
八
七
頁
一

私
な
り
に
説
明
を
補
足
す
れ
ば
、
法
然
の
専
修
念
仏
は
念
仏
勝
行
説
に
つ

い
て
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
易
行
説
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
教
理
上
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
人
々
に
専
修
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念
仏
が
普
及
し
て
い
っ
た
要
因
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
奈
良

氏
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
『
擢
邪
輪
』
に
は
「
余
行
に
堪
え
ざ
る
を
見
て
、

専
称
一
補
1
－
称
名
念
仏
の
専
修
一
を
勧
む
る
は
、
我
も
亦
た
少
々
こ
れ
あ

り
」
一
前
同
三
八
五
頁
）
と
あ
る
。
又
貞
慶
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
法
相
宗

良
遍
も
「
一
補
－
称
名
念
仏
は
一
劣
機
な
る
こ
と
を
故
に
分
に
当
れ
り
」
一
『
念

仏
往
生
決
心
記
』
浄
土
宗
全
書
第
十
五
巻
五
五
八
頁
）
と
称
名
念
仏
を
劣

機
の
た
め
の
易
行
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
奈
良
氏
は
第
二
に
、
念
仏
勝
行
説
が
説
か
れ
た
後
、
専
修
教
徒
拡
大
と

専
修
教
徒
迫
害
が
記
録
に
表
れ
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。
奈
良
氏
に
よ
れ
ば
、

念
仏
勝
行
説
を
説
い
て
い
る
最
も
速
い
も
の
は
、
一
一
九
〇
年
に
東
大
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
一
、

で
講
説
さ
れ
た
『
無
量
寿
経
釈
』
で
あ
る
。
奈
良
氏
は
引
用
し
て
い
な
い

が
、
『
無
量
寿
経
釈
』
の
以
下
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
問
う
て
日
く
、
一
略
）
何
が
故
ぞ
、
第
十
八
願
に
一
切
の
諸
行
を
選

　
　
び
捨
て
て
、
た
だ
偏
へ
に
念
仏
の
一
行
を
選
び
取
っ
て
往
生
の
本
願

　
　
と
し
た
ま
う
や
。
答
え
て
日
く
、
聖
意
測
り
難
し
、
鞭
く
解
す
る
に

　
　
あ
た
は
ず
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、
今
試
み
に
二
義
を
も
っ
て
こ
れ

　
　
を
解
せ
ん
。
一
は
勝
劣
の
義
、
二
は
難
易
の
義
。
一
新
法
全
七
一
頁
）

右
の
文
に
続
い
て
『
選
択
集
』
と
同
様
勝
劣
・
難
易
義
が
説
明
さ
れ
て
い

る
。
と
す
れ
ば
一
一
九
〇
年
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
念
仏
を
選
択
し
た
と
す

る
選
択
本
願
念
仏
説
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
奈
良
氏
は
『
七

箇
条
起
請
文
』
の
記
述
か
ら
専
修
教
徒
拡
大
の
上
限
は
一
一
九
四
矩
、
別

に
専
修
教
徒
迫
害
の
最
も
早
い
記
録
は
二
一
〇
〇
年
と
し
て
い
る
。
と
す

れ
ば
、
念
仏
勝
行
説
↓
専
修
教
徒
の
拡
大
↓
専
修
教
徒
迫
害
と
い
う
順
序

に
な
る
。

　
但
し
、
奈
良
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
「
二
一
〇
〇
年
」
は
『
吾
妻
鏡
』

正
治
二
年
五
月
十
二
日
の
条
を
根
拠
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
仏
名
を
念
ず
る
僧
等
を
禁
断
せ
し
め
給
う
。
是
れ
黒
衣
を
悪
ま
し
め

　
　
給
う
の
故
な
り
云
々
。
一
国
史
大
系
第
二
巻
七
四
頁
）

こ
の
史
料
の
「
黒
服
の
念
仏
僧
」
を
専
修
教
徒
と
す
る
こ
と
は
、
奈
良
氏

に
限
ら
ず
、
田
村
圓
澄
氏
な
ど
も
同
様
で
あ
る
一
『
日
本
仏
教
史
3
・
鎌

倉
時
代
』
昭
和
五
八
年
　
法
蔵
館
　
三
七
頁
一
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
か

ら
「
黒
服
の
念
仏
僧
」
を
専
修
教
徒
と
断
定
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
む

し
ろ
社
会
不
安
の
中
で
の
新
し
い
念
仏
運
動
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
無
論
、
法
然
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
。
一
と
す
れ
ば
専
修
教

徒
迫
害
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
二
一
〇
四
年
一
『
延
暦
寺
奉
状
』
・
『
七

箇
条
起
請
文
』
）
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
念
仏
勝
行
説
↓
専
修
教
徒
の
拡
大
↓
専
修
教
徒

迫
害
と
い
う
順
序
に
な
る
。
こ
の
順
序
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
因
果
関
係
を
意

味
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
第
一
点
と
合
わ
せ
て
、
奈
良
氏
は
「
専
修
教
徒

の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
法
然
の
思
想
と
は
、
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

念
仏
易
行
説
よ
り
、
念
仏
勝
行
説
と
し
た
方
が
よ
り
妥
当
で
は
な
い
か
」

（
一
九
四
頁
）
と
し
て
い
る
。

　
奈
良
氏
の
論
文
を
選
択
本
願
念
仏
説
を
中
心
に
ま
と
め
て
き
た
。
小
括

を
す
れ
ば
、
法
然
の
思
想
は
、
初
期
に
は
念
仏
易
行
説
で
あ
っ
た
が
、
晩

年
に
い
た
る
に
つ
れ
念
仏
勝
行
説
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
、
『
選
択

集
』
の
選
択
本
願
念
仏
説
は
思
想
変
遷
の
中
途
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
、
専
修
念
仏
の
流
布
に
は
念
仏
勝
行
説
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
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一
一
、
平
氏
の
所
論

そ
こ
で
平
氏
の
前
掲
論
文
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

ω
奈
良
論
文
批
判
考

　
ま
ず
奈
良
氏
の
論
文
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
平

氏
に
よ
る
奈
良
論
文
の
批
判
は
①
奈
良
氏
は
勝
劣
・
難
易
の
両
義
は
阿
弥

陀
が
念
仏
を
選
択
し
た
根
拠
で
あ
る
点
を
見
落
と
し
て
お
り
二
七
五

頁
）
、
②
阿
弥
陀
仏
が
念
仏
を
選
択
し
た
と
す
る
、
法
然
の
選
択
本
願
念

仏
説
を
善
導
・
源
信
の
念
仏
易
行
説
と
同
一
視
し
て
い
る
一
一
七
六
頁
）

と
い
う
選
択
の
主
体
に
関
す
る
二
点
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
先
程
奈
良
氏
の
論
文
を
引
用
し
た
通
り
、
奈
良
氏
は
選

択
の
主
体
を
見
誤
っ
て
は
い
な
い
。
推
測
で
は
あ
る
が
、
平
氏
は
奈
良
氏

の
以
下
の
叙
述
を
誤
っ
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
易
の
義
を
通
し
て
見
た
法
然
の
念
仏
は
、
善
導
・
源
信
と
同
様
、
可

　
　
能
な
ら
ば
観
仏
を
、
あ
る
い
は
念
仏
よ
り
他
の
行
法
を
、
と
い
う
、

　
　
い
わ
ば
相
対
的
行
法
と
し
て
の
称
名
念
仏
で
あ
る
。
つ
ま
り
衆
生
の

　
　
機
根
に
応
じ
て
選
ば
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
二
八
八
頁
）

こ
の
文
の
主
語
は
「
易
の
義
を
通
し
て
見
た
法
然
の
念
仏
」
で
あ
り
、
こ

の
フ
レ
ー
ズ
は
、
易
の
義
1
1
法
然
の
念
仏
を
意
味
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で

こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
「
通
し
て
見
た
」
の
意
を
考
え
る
た
め
に
『
選
択
集
』

全
体
の
分
析
を
行
な
い
た
い
。

　
『
選
択
集
』
の
ま
と
め
と
い
わ
れ
る
略
選
択
で
法
然
は
念
仏
以
外
の
行

を
捨
て
念
仏
一
行
の
み
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
麺
。

　
　
計
れ
ば
、
そ
れ
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
む
と
欲
は
ば
、
二
種
の
勝
法

　
　
の
中
に
、
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閣
い
て
、
浄
土
門
に
選
入
す
べ
し
。

　
　
浄
土
門
に
入
ら
む
と
欲
は
ば
、
正
雑
二
行
の
中
に
、
し
ば
ら
く
も
ろ

　
　
も
ろ
の
雑
行
を
拠
て
て
、
選
じ
て
ま
さ
に
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行

　
　
を
修
せ
む
と
欲
は
ば
、
正
助
二
業
の
中
に
、
な
ほ
し
助
業
を
傍
ら
に

　
　
し
て
、
選
じ
て
ま
さ
に
正
定
を
専
ら
に
す
べ
し
。
正
定
の
業
と
は
即

　
　
ち
こ
れ
仏
名
を
称
す
る
な
り
。
み
名
を
称
す
れ
ば
、
必
ず
生
ず
る
こ

　
　
と
を
得
。
仏
の
本
願
に
よ
る
が
故
な
り
。
一
思
想
大
系
一
五
八
頁
）

速
や
か
に
生
死
を
離
れ
よ
う
と
思
う
の
な
ら
ば
、
念
仏
一
行
の
み
を
行
な

う
べ
き
だ
と
す
る
法
然
の
専
修
念
仏
は
引
用
の
如
く
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願

に
基
づ
い
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
が
本
願
に
お
い
て
念
仏
一
行
を
選
択
し
た

理
由
は
当
然
第
三
章
の
勝
劣
・
難
易
義
に
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
勝
劣
・

難
易
義
↓
阿
弥
陀
仏
の
選
択
↓
法
然
の
専
修
念
仏
、
と
い
う
図
式
に
な
る
。

た
だ
し
留
意
す
べ
き
点
は
、
法
然
が
阿
弥
陀
仏
の
選
択
の
根
拠
を
推
し

量
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
一
「
聖
意
測
り
難
し
、
た
や
す
く
解
す
る
こ
と

あ
た
は
ず
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
今
試
み
に
二
の
義
を
も
っ
て
こ
れ
を

解
せ
ば
　
　
…
」
前
掲
一

　
末
木
文
美
士
氏
は
、
「
こ
れ
は
弥
陀
の
選
択
で
あ
っ
て
源
空
の
選
択
で

は
な
い
が
、
そ
れ
を
源
空
の
思
想
と
し
て
見
る
時
、
当
然
そ
こ
に
源
空
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　
　
　
　
　
　
　
一
ヱ

身
の
立
場
を
読
み
取
る
こ
と
カ
許
さ
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
奈
良
氏

が
「
易
の
義
を
通
じ
て
見
た
法
然
の
念
仏
」
と
述
べ
た
の
は
以
上
の
事
柄

を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
奈
良
氏
の
「
易
の
義
を
通
じ
て
見
た
法
然
の
念
仏
」
と
は
法
然

自
身
が
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
念
仏
を
選
ん
だ
と
い
う
意
で
は
な
い
。
奈
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良
氏
は
選
択
の
主
体
は
あ
く
ま
で
阿
弥
陀
仏
と
し
て
い
る
。
先
に
引
用
し

た
叙
述
で
奈
良
氏
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
選
択
の
主
体
は
ど
う
あ
れ
、

衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
念
仏
が
選
ば
れ
る
点
は
善
導
・
源
信
・
法
然
の
三

者
に
お
い
て
同
様
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
平
氏
の
奈
良
論
文
批
判
は
的
を
得
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

　
な
お
、
奈
良
氏
は
前
述
の
如
く
、
第
三
章
の
勝
劣
・
難
易
義
を
他
の
章

と
関
連
付
け
、
又
、
編
年
的
に
他
の
著
作
と
の
考
察
を
行
な
っ
た
結
果
、

念
仏
易
行
説
か
ら
念
仏
勝
行
説
と
い
う
思
想
変
遷
を
導
い
た
訳
で
あ
る

が
、
平
氏
は
、
第
三
章
の
勝
劣
・
難
易
義
が
他
の
章
・
他
の
著
作
と
ど
う

関
わ
る
の
か
言
及
し
て
い
な
呵
。

ω
旧
教
団
か
ら
の
批
判

　
平
氏
は
、
奈
良
論
文
を
批
判
し
た
後
、
難
易
義
が
本
質
的
で
あ
る
に
か

か
わ
ら
ず
、
法
然
が
勝
劣
義
を
並
置
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
問
題
提
起
を

行
な
っ
て
い
る
。
二
七
六
頁
）

　
平
氏
は
、
法
然
が
勝
劣
義
を
並
置
し
た
理
由
を
、
旧
教
団
か
ら
の
批
判

を
避
け
る
た
め
と
し
て
い
る
。
平
氏
は
旧
教
団
側
か
ら
の
典
型
的
批
判
は

「
称
名
だ
け
で
な
く
持
戒
や
智
恵
も
往
生
行
に
し
た
な
ら
、
も
っ
と
多
く

の
人
々
が
救
済
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
こ
そ
が
慈
悲
の
平
等
で
は

な
い
の
か
」
一
一
七
六
～
一
七
七
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
、
と
解
釈

し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
奈
良
氏
と
異
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
こ
と
に
し
て
、
平
氏
の
依
拠
す
る
史
料
を
引
用
す
蔓
。

　
　
余
行
往
生
ヲ
ユ
ル
サ
ヌ
流
ハ
、
弥
陀
ヲ
讃
二
似
テ
、
実
ニ
ハ
誇
二
成

　
　
ヲ
ヤ
。
一
『
沙
石
集
』
第
一
巻
第
十
話
）

　
　
仏
界
平
等
の
道
を
失
は
ん
や
。
一
『
興
福
寺
奏
状
』
思
想
大
系
三
七
頁
一

平
氏
は
こ
う
し
た
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、
難
易
義
一
念
仏
易
行
説
一
が

本
質
的
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
念
仏
が
全
て
の
行
を
包
括
し
て
い
る
と
す
る

勝
劣
義
一
念
仏
勝
行
説
一
を
援
用
し
た
と
し
て
い
る
。
（
一
七
七
頁
一

　
こ
の
解
釈
は
前
述
の
如
く
、
念
仏
勝
行
説
が
批
判
の
中
心
で
あ
っ
た
と

す
る
奈
良
氏
の
説
と
異
な
る
。
そ
こ
で
私
の
解
釈
を
述
べ
れ
ば
、
以
下
の

三
点
か
ら
平
氏
の
見
解
は
妥
当
性
を
欠
き
、
奈
良
氏
の
説
が
適
当
と
思
わ

れ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
前
述
の
如
く
、
旧
教
団
に
お
い
て
称
名
念
仏
は
機
根
が

劣
っ
た
人
の
た
め
の
易
行
で
あ
り
、
勝
行
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
法
然
は
わ
ざ
わ
ざ
旧
教
団
の
批
判
に
遇
う
た
め

に
勝
劣
義
を
援
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
智
恵
第
一
と
言
わ
れ
た
法
然
が
そ

の
よ
う
な
愚
か
な
こ
と
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
前
述
の
如
く
、
念
仏
勝
行
説
が
説
か
れ
た
後
に
、
専
修
念
仏

迫
害
が
記
録
に
現
わ
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
念
仏
勝
行
説

↓
旧
教
団
に
よ
る
専
修
教
徒
批
判
と
い
う
順
番
に
な
り
、
平
氏
の
「
旧
教

団
か
ら
の
批
判
を
避
け
る
た
め
に
勝
劣
義
が
援
用
さ
れ
た
」
と
い
う
見
解

は
説
得
力
に
欠
け
る
。

　
第
三
に
、
平
氏
が
「
援
用
」
と
い
う
概
念
を
法
然
思
想
の
ど
こ
に
位
置

付
け
て
い
る
の
か
、
『
選
択
集
』
の
他
の
章
や
他
の
著
作
と
の
関
連
か
ら

述
べ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
平
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
法
然

解
釈
に
あ
た
っ
て
「
二
重
性
」
を
主
張
す
る
研
究
者
は
少
な
く
な
、
へ
、
。

と
同
時
に
平
氏
が
述
べ
て
い
る
通
り
、
「
（
清
水
補
1
そ
う
し
た
研
究
は
）

そ
の
二
重
性
を
法
然
の
思
想
と
の
構
造
的
連
関
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
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は
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
残
る
L
一
ニ
ハ
○
頁
一
と
一
一
冒
え
る
。
が
、

平
氏
が
「
援
用
」
を
構
造
的
連
関
の
申
に
位
置
付
け
て
い
な
い
以
上
、
平

氏
の
解
釈
は
結
局
「
難
易
義
こ
そ
法
然
の
真
意
で
勝
劣
義
は
外
部
と
の
軋

櫟
を
避
け
る
た
め
の
妥
協
の
産
物
で
あ
る
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
先
行
研

究
の
「
法
然
の
二
重
性
」
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
無
論
、
「
二
重
性
」

を
指
摘
す
る
こ
と
自
体
が
問
違
っ
て
い
る
と
は
私
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
法
然
の
思
想
構
造
を
全
く
無
視
し
て
「
二
重
性
」

を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
安
易
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
こ
の
点
は
平
氏
と
同

意
見
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
氏
自
身
が
「
本
質
的
」
と
「
援
用
」
と
い

う
語
を
、
法
然
の
思
想
構
造
と
の
関
運
を
抜
き
に
し
て
使
用
し
て
い
る
点

に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
点
か
ら
平
氏
の
、
勝
劣
義
は
旧
教
団
か
ら
の
批
判
を
さ
け
る

た
め
に
援
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
す
る
見
解
は
妥
当
性
を
欠
く
。

　
な
お
、
奈
良
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
専
修
念
仏
が
流
布
し
た
原
因

を
念
仏
勝
行
説
に
求
め
て
い
た
。
一
方
、
平
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、

専
修
念
仏
が
民
衆
に
流
布
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
明
確
に
は
述
べ
て
は
い

な
い
。
但
し
、
法
然
の
人
間
観
が
「
顕
密
仏
教
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
呪
縛

か
ら
民
衆
意
識
を
開
放
し
た
」
（
一
七
〇
頁
）
と
あ
る
故
、
法
然
の
人
問

観
を
専
修
念
仏
流
布
の
原
因
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の

点
に
関
し
て
考
察
を
述
べ
た
い
。

　
平
氏
は
以
下
の
史
料
を
挙
げ
、
法
然
は
現
下
の
一
切
衆
生
を
す
べ
て
「
善

人
」
と
し
た
、
と
解
釈
し
て
い
る
一
一
七
〇
頁
「
。

　
　
五
逆
十
悪
ノ
オ
モ
キ
ツ
ミ
ツ
ク
リ
タ
ル
悪
人
、
ナ
ヲ
十
声
；
戸
ノ
念

　
　
仏
ニ
ヨ
リ
テ
、
往
生
ヲ
シ
候
ハ
ム
ニ
、
マ
シ
テ
ツ
ミ
ツ
ク
ラ
セ
オ
ハ

　
　
シ
マ
ス
御
事
ハ
、
ナ
ニ
コ
ト
ニ
カ
ハ
候
ヘ
キ
。
タ
ト
ヒ
候
ヘ
キ
ニ
テ

　
　
モ
、
イ
ク
ホ
ト
ノ
コ
ト
カ
ハ
候
ヘ
キ
。
コ
■
経
ニ
ト
カ
レ
テ
候
罪
人

　
　
ニ
ハ
、
イ
ヒ
ク
ラ
フ
ヘ
ク
ヤ
ハ
候
。
（
『
正
如
房
へ
つ
か
は
す
御
文
』

　
　
新
法
全
五
四
七
頁
）

　
　
カ
ノ
三
宝
滅
尽
ノ
時
ノ
念
仏
者
、
当
時
ノ
ワ
御
房
タ
チ
ト
ク
ラ
フ
レ

　
　
ハ
、
ワ
御
房
タ
チ
ハ
仏
ノ
コ
ト
シ
。
一
『
十
二
問
答
』
新
法
全
六
三
八

　
　
頁
）

確
か
に
こ
こ
に
は
、
五
逆
十
悪
の
罪
人
で
さ
え
も
、
念
仏
を
唱
え
れ
ば
往

生
で
き
る
、
従
っ
て
普
通
の
人
々
は
当
然
往
生
で
き
る
、
と
い
う
人
問
を

肯
定
的
に
捉
え
る
思
想
が
表
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
既
に
奈

良
氏
や
笠
原
一
男
氏
が
指
摘
し
て
い
砺
、
よ
う
に
『
選
択
集
』
に
も
見
ら

れ
る
。

　
　
念
仏
三
味
は
、
重
罪
な
ほ
滅
す
、
い
か
に
い
は
ん
や
、
軽
罪
を
や
。

　
　
余
行
は
し
か
ら
ず
。
一
略
）
お
よ
そ
九
品
の
配
当
は
、
こ
れ
一
往
の

　
　
義
な
り
。
五
逆
の
廻
心
、
上
々
に
通
ず
。
（
略
）
そ
の
中
に
、
念
仏

　
　
は
こ
れ
即
ち
勝
行
な
り
。
一
上
々
1
1
上
品
上
生
・
思
想
大
系
一
四
一

　
　
頁
一

以
上
の
引
用
に
は
、
五
逆
の
罪
を
犯
し
た
人
で
あ
っ
て
も
、
上
品
上
生
往

生
で
き
る
、
と
い
う
肯
定
的
人
間
観
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
無
条
件
で

救
済
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
「
廻
心
」
に
よ
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば
「
阿

弥
陀
仏
へ
の
信
」
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
正

如
房
へ
つ
か
は
す
御
文
』
・
『
十
二
問
答
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
一
「
十
声

一
声
ノ
念
仏
ニ
ヨ
リ
テ
、
往
生
ヲ
シ
候
ハ
ム
」
・
「
念
仏
者
」
）
こ
の
点

を
平
氏
は
見
落
と
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
念
仏
が
五
逆
の
人
を
も
救
っ
て
く
れ
る
、
と
い
う
考
え
は
、

先
程
引
用
し
た
『
選
択
集
』
の
通
り
、
念
仏
勝
行
説
に
裏
付
け
ら
れ
て
い

る
。
と
す
れ
ば
仮
に
専
修
念
仏
流
布
の
原
因
が
法
然
の
人
間
観
で
あ
る
と

し
て
も
、
結
局
、
人
問
観
は
念
仏
勝
行
説
と
表
裏
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
、
専
修
念
仏
流
布
の
原
因
を
念
仏
勝
行
説
と
す
る
奈
良
氏
の
見
解

が
肯
定
さ
れ
よ
う
。

結
び

　
選
択
本
願
念
仏
説
に
つ
い
て
相
反
す
る
奈
良
氏
・
平
氏
の
論
文
を
検
討

し
て
き
た
。
ま
と
め
れ
ば
、
平
氏
の
、
①
奈
良
論
文
は
選
択
の
主
体
を
見

誤
っ
て
い
る
、
②
念
仏
勝
行
説
は
旧
教
団
か
ら
の
批
判
を
避
け
る
た
め
に

援
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
す
る
見
解
は
以
上
の
論
考
か
ら
疑
問
が
残

る
、
と
一
一
冒
え
る
。
一
方
、
奈
良
氏
の
、
①
法
然
の
思
想
は
念
仏
易
行
説
か

ら
勝
行
説
へ
と
発
展
し
て
お
り
、
『
選
択
集
』
は
過
渡
期
の
著
作
で
あ
る
、

②
旧
教
団
の
専
修
教
徒
批
判
は
、
念
仏
勝
行
説
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
故
念
仏
勝
行
説
が
専
修
念
仏
流
布
の
原
因
で
あ
っ
た
、
と
す
る
見
解
は

史
料
か
ら
首
肯
さ
れ
る
、
と
言
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
法
然
の
選

択
本
願
念
仏
説
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
奈
良
氏
の
論
が
妥
当
で
あ
る
と

結
論
で
き
よ
う
。

註

一
ユ
一
四
十
八
巻
伝
に
よ
れ
ば
禅
勝
房
は
法
然
七
十
才
の
時
に
入
門
し
た
と

　
　
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
法
然
七
十
才
以
降
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
問
違

　
　
い
な
い
。

（
2
一
津
戸
三
郎
へ
の
消
息
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
元
久
初
年
ご
ろ
の

　
　
著
作
と
考
え
ら
れ
る
。
坪
井
俊
映
『
法
然
浄
土
教
の
研
究
』
一
昭
和

　
　
五
七
年
　
隆
文
館
）
七
三
四
頁
～
七
三
五
頁

一
3
）
松
永
伍
一
・
林
淳
『
法
然
の
世
界
』
（
平
成
三
年
佼
成
出
版
社
一
六

　
　
七
頁
一
当
該
箇
所
の
執
筆
は
林
氏
）

一
4
）
但
し
、
東
大
寺
再
建
の
進
展
か
ら
、
一
一
九
四
年
に
講
説
が
行
な
わ

　
　
れ
た
こ
と
に
異
説
も
あ
る
。
伊
藤
真
徹
『
日
本
浄
土
教
文
化
史
研
究
』

　
　
一
昭
和
五
〇
年
隆
文
館
）
一
六
三
頁
～
一
六
八
頁

一
5
）
奈
良
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
証
空
・
親
鷲
と
い
っ
た
有
力
な
弟

　
　
子
は
こ
の
時
期
以
降
の
入
門
で
あ
る
。

一
6
一
こ
の
点
に
つ
い
て
拙
稿
「
法
然
浄
土
教
の
地
蔵
誹
誇
」
一
『
日
本
思
想

　
　
史
学
』
第
二
十
五
号
　
平
成
五
年
）
に
言
及
が
あ
る
。

一
7
）
末
木
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
一
平
成
五
年
　
大
蔵
出
版
一
三
八

　
　
七
頁

一
8
一
平
氏
が
『
選
択
集
』
の
他
の
章
に
言
及
し
て
い
な
い
点
は
既
に
末
木

　
　
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
末
木
『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
前
掲
　
三
八

　
　
三
頁

一
9
一
引
用
し
た
以
外
に
平
氏
が
依
拠
す
る
史
料
は
法
然
没
後
の
も
の
で
あ

　
　
る
。

（
1
0
一
田
村
圓
澄
『
法
然
』
一
昭
和
三
四
年
　
吉
川
弘
文
館
）
一
五
一
頁
・

　
　
佐
藤
弘
夫
『
日
本
中
世
の
国
家
と
仏
教
』
一
昭
和
六
二
年
吉
川
弘

　
　
文
館
）
一
一
八
～
一
一
九
頁
・
福
井
康
順
『
著
作
集
第
六
巻
　
日
本
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中
世
思
想
』
一
昭
和
六
三
年
　
法
蔵
館
）
・
い
ず
れ
も
『
七
箇
条
起

　
請
文
』
と
『
選
択
集
』
と
の
「
矛
盾
」
を
論
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

一
ー
ユ
）
補
足
を
す
れ
ば
、
さ
ら
に
平
氏
は
法
然
の
人
間
観
に
現
下
の
人
間
を

　
　
悪
人
と
評
す
る
面
を
認
め
た
上
で
、
吉
本
隆
明
氏
の
影
響
の
も
と
、

　
　
「
身
体
的
善
人
・
吋
面
的
悪
人
」
と
ま
と
め
た
。
こ
の
言
葉
白
体
の

　
　
是
非
は
さ
て
お
き
、
先
行
研
究
の
「
信
法
・
信
機
」
と
ど
の
よ
う
な

　
　
共
通
点
・
相
違
点
が
あ
る
の
か
、
明
確
で
は
な
い
点
に
私
は
疑
問
を

　
　
感
ず
る
。
又
こ
の
疑
問
は
本
文
で
指
摘
し
た
平
氏
へ
の
批
判
と
「
阿

　
　
弥
陀
仏
へ
の
信
」
と
い
う
点
で
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

一
1
2
）
奈
良
博
順
「
興
福
寺
奏
状
を
め
ぐ
っ
て
」
一
『
日
本
思
想
史
学
』
創
刊

　
　
号
　
昭
和
四
四
年
一
・
笠
原
一
男
『
親
鷲
と
東
国
農
民
』
一
昭
和
三

　
　
二
年
山
川
出
版
社
）
二
二
九
～
一
四
〇
頁
二
」
の
よ
う
な
善
悪
を

　
　
超
越
し
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
の
み
が
問
わ
れ
る
と
い
う
思
想
は
親
鷲

　
　
の
所
謂
「
悪
人
正
機
説
」
と
通
ず
る
面
が
あ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に

　
　
期
し
た
い
。

　
＊
論
の
都
合
上
、
奈
良
氏
・
平
氏
の
論
文
の
該
当
箇
所
の
頁
数
を
付
し

　
　
た
。

　
＊
選
択
本
願
念
仏
集
は
岩
波
書
店
日
本
思
想
大
系
『
法
然
・
一
遍
』
、

　
　
そ
れ
以
外
の
法
然
の
著
作
は
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
よ
り
引

　
　
用
。
興
福
寺
奏
状
・
擢
邪
輪
は
岩
波
書
店
日
本
思
想
大
系
『
鎌
倉
旧

　
　
仏
教
』
、
沙
石
集
は
岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大
系
よ
り
引
用
。
漢

　
　
文
の
も
の
は
書
き
下
し
て
引
用
し
、
補
註
を
付
し
た
。
奈
良
氏
・
平

　
　
氏
の
論
文
と
は
引
用
文
が
若
干
異
な
る
が
大
筋
問
題
は
な
い
と
思
わ

　
　
れ
る
。

（
し
み
ず
・
く
に
ひ
こ

筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
一
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